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Abstract. This short paper reports on the 10th overseas teaching practicum in the 
United States by 8 graduate students of Hiroshima University， Japan， partly 
organized by Hiroshima University Global Partnership School Center (GPSC). This 
year marks the 10-year anniversary of this project since its start.  This year’s 
participants were students of Graduate School of Education and Graduate School for 
International Development and Cooperation (IDEC).   They observed and conducted 
lessons in English in four local public schools in North Carolina.  This project had the 
following three aims: 1) to self-develop practical instructional competence by teaching 
pupils with different cultural backgrounds; 2) to enhance the abilities in developing 
teaching materials through hands-on teaching experiences in English; and 3) to 
acquire the abilities to design， implement and evaluate programs for promoting 
global partnership.  Like previous years，  their teachings were very positively 
covered by the local newspapers and websites. Later， the project was followed by 
cross-cultural field study visits to NC State Capitol， Raleigh and the U.S. Capitol， 
Washington， D.C. It is hoped that this intensive experience will raise the prospective 
teachers’ global awareness and confidence in teaching. 
 










院教育学研究科博士課程前期 1 年の大学院生 7 名
と国際協力研究科博士課程前期 2 年の大学院生 1
名の合計 8 名が登録し，授業開発に取り組んだが，
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践は 7 名となった。 
本年度も例年のように，4～8 月の事前の教材研











そして 12 月 14 日の成果発表会となっている。 






















4 月  7 日（木） 本授業の概要と計画説明 
4 月 27 日（水） 授業研究テーマ事例の考察およ
び渡航のための諸手続きの確認 
5 月 23 日（月） 授業研究テーマ案の交流・設定 
6 月 7 日（火） 学習指導案の検討(1) 
6 月 16 日（木） 学習指導案の検討(2) 
7 月 11 日（月） 学習指導案（英語版）の検討(1) 
7 月 12 日（火） 学習指導案（英語版）の検討(2) 
7 月 16 日（土） 第 12 回学校間交流国際フォー
ラム参加 
7 月 17 日（日） 2016 年度「体験型海外教育実地
研究」授業研究ワークショップ
参加 
8 月 4 日（木） 学習指導案・教材・教具の検討
および渡航のための諸手続き 
8 月 30 日（月） 準備状況の確認，教材集・報告
書の作成・報告会についての確
認，渡航に関する書類提出 
9 月 12 日（月） 渡航前最終打合せ 
9 月 16 日（金）～9 月 26 日（月） 米国における
「体験型海外教育実地研究」 




9 月 16 日（金） 広島出発，成田泊 
9 月 17 日（土） 成田出発，米国ノースカロライ
ナ州グリーンビル到着 
9 月 18 日（日） 授業準備および授業打合せ 




9 月 20 日（火） グリーンビル現地学校訪問（授
業実施） 
9 月 21 日（水） イーストカロライナ大学の授業
参加，ローリーへ移動 
9 月 22 日（木） イクスプローリス中学校・小学
校見学 
9 月 23 日（金） ローリー市内（博物館等）研修，
ワシントンへ移動 
9 月 24 日（土） ワシントン（スミソニアン博物
館等）研修 
9 月 25 日（日） ワシントン出発，機内泊 























































Let’s Play “Mamemaki”!! 
B 3 
図画工作科 
Let’s make a story of the moon! 
C 4 
異文化理解  
Let’s have an experience of 
Japanese footwear culture! 
D 5 
図画工作科 




Let’s write messages to 
Japanese school children 
F 6 
異文化理解 

















































 第 3 学年 異文化理解 “Let's play‘Mamemaki'!!” 
教育学研究科 教科教育学専攻 社会認識教育学専修 兒玉 泰輔 
 
1  ねらい  
   授業のねらいとしては，大きく 3 つある。1 つ目は，「節分」や「豆まき」という日本の伝統的 





2  概要  
(1) 「節分」と「豆まき」の説明を，PowerPoint を使って行う。「豆まき」を行うことで，鬼を追 
い出し，福を呼び寄せること，「豆まき」は「節分」で行われ，「節分」とは四季の変わり目で 
あることを理解してもらう。  
(2)  自分の苦手なことや夢を書いてもらう。それぞれを「鬼」と「福」に見立てて「豆まき」を 
行う。「鬼は外―，福は内―」と言いながら実際の「豆まき」を体験しながら，日本語にも触れ 
てもらう。  
(3)  実際に「豆まき」をした感想を述べてもらい，自分たちの苦手なことを克服し，夢を叶える 
ことを再確認してもらう。  
 
3  成果と課題  
  実際に授業を行っていないため，指導案作成の過程と交流フォーラムを通した成果と課題を述 


























 第 3 学年  異文化理解 “Let's make a story of the moon!” 
教育学研究科 学習開発学専攻 カリキュラム開発専修 阿比留 久美  
 
1  ねらい 
本授業では，大きく以下の二つをねらいとした。 
(1)  月を見て感じたことから生き物やストーリーを自由に発想し，影絵を作る活動を楽しむこと 
  ができる。 
(2)  月に対するイメージの違いに気付きそのよさや面白さを感じることができる。 
 
2  概要 
(1)  導入では月見の文化から日本の月に対するイメージを伝えた。月の模様に対する日本の見方 
と作品のイメージを掴むことができるように事前に作った影絵を提示した。 
(2)  月の写真を見て，物語を想像し，ワークシートに記入させた。また，クレーターの模様から 
物語を想像しやすいように「誰が」「何をしている」という 2 つの視点で考えるように促した。 
(3)  事前に準備した台紙を配布し，児童が想像した物語から画用紙を使って影絵を製作させた。 
(4)  完成した作品に後ろからライトをあて，鑑賞させ，何人かの児童に作品と物語を発表させた。 
 






























   
第 4 学年 異文化理解 “Let's have an experience of Japanese footwear culture！” 
                        教育学研究科 教科教育学専攻 社会認識教育学専修 吉川 友則 
 
1 ねらい 





(1)  下駄は日本の伝統的な履物であり，とても独特な形をしている。昔は，日常的に履かれてい 
たが，現在では，日常的に使っている人は少ない。しかし，今でも夏祭りや温泉地などで着物 
や浴衣を着たときに日本人が好んで履いているということを知る。 




































 第 5 学年  図画工作科 “Let's design Olympic emblems of Greenville !!” 
教育学研究科 学習開発学専攻 カリキュラム開発専修 志摩 愛里 
  
1 ねらい 
  本授業のねらいは，リオデジャネイロオリンピックのエンブレムが，RIO という都市を表すア 
ルファベットから構成されていることや，色がブラジルの国旗の色と一致しているという「地域 
性」の要素と，3 人の人が手をつなぎ，人と人とのつながりを表現しているという「オリンピズ 




(1)  その後の活動につながるように広島で有名なものについての紹介を交えながら自己紹介を 
行った。 
(2)  アメリカで有名なオリンピック選手 LeBron James と Gabby Douglas をクイズ形式で出題し， 
子どもたちが発言しやすい雰囲気をつくるとともに，オリンピックに興味を持つことができる 
ようにした。 
(3)  エンブレムをデザインするための 1 つ目の要素である「地域性」について広島や日本で有名 
なものを紹介した後に，子どもたちにグリーンビルやアメリカで有名なものを考えてもらい， 
ホワイトボードに書いてもらった。 
(4)  エンブレムをデザインするための 2 つ目の要素である「オリンピズム」について紹介すると 
ともに，「オリンピズム」という言葉から連想する言葉を子どもたちに書いてもらった。 
(5)  「地域性」と「オリンピズム」という 2 つの要素を組み合わせ，自由に想像を膨らませてグ 
リーンビルのエンブレムをデザインし，作品の交流を行った。 
 
3 成果と課題  
  本授業の成果としては，スライドに絵やイラストを多く取り入れていたこと，また具体物を多 
く提示したこともあり，私のつたない英語の説明だけでも子どもたちがこの授業の意図を理解し 
てくれたことである。子どもたちは，「グリーンビルの地域性」と「オリンピズム」の 2 つの要素 
を反映し，想像力豊かなエンブレムをデザインしてくれた。また，子どもたちが考える時間を確 
保し，意見を出してもらう場面を設定するなど子どもたちと関わる機会を取り入れることができ 



















 第 5 学年  異文化理解 “Let's Write messages to Japanese school children” 
教育学研究科 教職開発専攻 平野 優希  
 
1 ねらい 









3 成果と課題  






交流することができた。このことが体験型海外実地研究の 1 番の成果である。 



























 第 6 学年  異文化理解“Let's think about original local‘ekiben’” 
教育学研究科 教科教育学専攻 社会認識教育学専修 茂松 郁弥  
 
1 ねらい 
  日本の駅弁文化の学習を通して，駅弁に関する理解を深め 
 
2 概要 
(1)  写真等を用いながら，「種類や楽しまれ方，町おこしを目的として地域の特徴を反映してい 
る点など，「駅弁」文化に関する知識を学習する。 
(2)  グリーンビルの食材や特徴的な食べ物を入れた，グリーンビルのオリジナル駅弁を班で考え， 
絵に描く。 
(3)  それぞれで考えたグリーンビルのオリジナル駅弁をクラス全体にプレゼンテーションする。 
 
3 成果と課題  




































 第８学年 異文化理解 “Let's play‘shogi'!” 
教育学研究科 教科教育学専攻 社会認識教育学専修 山本 稜 
 
１ ねらい 
日本の伝統文化の 1 つに「将棋」がある。「将棋」は古来よりある遊戯であり，最近ではコン 
ピューターと人が対戦したり，大学の講義で取り上げられたりと注目を集めている。「将棋」は 
2 人で対戦し，勝敗を決する遊戯である。ルールを知っていて，盤と駒さえあれば誰とでも楽し 











 (3) 将棋について知ってもらうために，将棋のルールを説明し，日本でどのように将棋が楽しま 
れているのかを説明した。その次に，自分が作成したプリントを用いてそれぞれの駒の動きを 
確認しつつ，詰将棋という形で，生徒に将棋を実際に楽しんでもらった。 





を考える醍醐味を伝えることの 2 点を目標としていた。授業では，生徒の中から「将棋で遊ぶこ 
とが出来るの？」といった発言が出たり，グループ活動で生徒全員が将棋に取り組んでいたりと 
いった生徒の積極的な様子が見られた。その様子から前者の目標は達成できたと考える。 








  教育観の変容として，生徒の状況を踏まえた生徒の教材研究の重要性を感じたことである。そ 
のためにも，今あるもので何をどのように活用すれば生徒にとって良い授業ができるのだろうか 
と考えていくことが肝心であると思った。 













































A， B， C， F， H 
【日米の文化比較を促す教材】 
B， C， E， F， H 
【願いや思い，夢を引き出す教材】 
A， B， D， E， F， G 
【深い思考を促す教材】 
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